
日
本
国
政
府
、
東
京
都
に

よ
る
「
緊
急
事
態
宣
言
」
が

５
月
６
日
に
解
除
さ
れ
れ
ば
、

５
月
13
日
（
水
）
入
学
式
、

授
業
再
開
の
予
定
で
す
が
、

解
除
さ
れ
な
い
場
合
は
、
休

校
期
間
を
延
長
し
ま
す
。
年

間
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
大
幅
に

組
み
替
え
ま
す
。
研
修
生
や

講
師
・
指
導
員
、
研
修
生
派

遣
事
業
主
の
皆
様
に
は
決
ま

り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ま
ず
自
分
自
身
と
家
族
が

感
染
し
な
い
よ
う
に
、
注
意

を
払
い
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て

初
め
て
経
験
す
る
こ
の
危
機

を
恐
れ
ず
に
、
ピ
ン
チ
を
チ
ャ

ン
ス
と
考
え
て
、
今
の
時
間

を
有
意
義
に
使
っ
て
欲
し
い

と
思
い
ま
す
。

私
の
場
合
は
、
も
と
も
と

人
生
で
残
さ
れ
た
時
間
は
限

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で

も
、
や
り
た
い
事
を
ま
だ
し

て
い
な
い
の
で
、
い
ま
、
感

染
し
て
命
を
失
い
た
く
は
あ

り
ま
せ
ん
。
生
き
延
び
た
い

で
す
ね
。
そ
し
て
、
た
と
え

時
間
が
か
か
っ
た
と
し
て
も
、

人
類
の
叡
智
に
よ
り
、
平
穏

え
い
ち

へ
い
お
ん

な
世
の
中
は
必
ず
戻
っ
て
き

ま
す
。
そ
の
時
の
た
め
の
準

備
を
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

こ
の
時
間
を
た
だ
遊
ん
で

過
ご
し
た
人
と
、
次
の
ス
テ
ッ

プ
を
目
指
し
て
準
備
を
す
る

人
と
で
は
大
き
な
差
が
出
る

に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
時
は

戻
せ
な
い
の
で
す
。

私
は
、
こ
の
機
会
に
仕
事

を
整
理
す
る
決
断
を
し
ま
し

た
。
こ
の
ま
ま
で
は
学
校
の

実
習
に
つ
い
て
い
け
な
い
事

を
悟
っ
た
か
ら
で
す
。
製
図

用
の
パ
ソ
コ
ン
や
大
工
道
具

も
新
た
に
購
入
し
ま
し
た
。

今
後
、
学
校
が
ど
の
よ
う

な
事
態
に
な
ろ
う
と
も
、
頑

張
っ
て
卒
業
し
て
建
築
士
の

資
格
も
と
り
た
い
の
で
、
み

ん
な
よ
ろ
し
く
頼
み
ま
す
。
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東京建築カレッジ

授業見学
大歓迎！

℡ 03
（5950）
1771

新たに入学希望者があり、
臨時入学選考会を行いました。
第25期生は1人増え17人にな
りました。

寄稿
“アフターコロナ”を

地域工務店の時代に

東京建築カレッジ
研修生派遣事業主相羽建設㈱

相羽 健太郎

予想もしなかったコロナウィ
ルスとの闘いがはじまり、日々

変化する状況や終わりの見えない事態に私も
含め多くの人が不安を感じる日々を過ごして
います。工務店経営者として私が今、想うこ
とは「スタッフ、職人さん、パートナーさん、
住まい手さん、お客さんの生活を守る」こと
です。そのためには現状を悲観的に憂えたり、
否定したりするのではなく、きっと来るであ
ろう希望ある未来をイメージし、前向きに今
できることをやることだと考えます。

現在、そして卒業をした建築カレッジでお
世話になっている社員大工も含めて、弊社ス
タッフとは「臨機応変に各々が主体的に考え、
判断し行動しよう！」と共有していますし日々
そういった仕事であり表現をしてくれていて、
頼もしく感じると共に私自身も勇気とモチベー
ションをもらっています。

今後、さらに今までの常識にとらわれない
挑戦であり、新たな世界をつくるために主体
性を必要とする場面は多くなります。それが
発揮できた結果としてアフターコロナの時代
には、ものづくりの時代、地域工務店の時代
となり、我々の活躍領域は更に広がっている
はずです。そのためにも建築に関わる、すべ
ての人が協働し、切磋琢磨してこのコロナを

せ っ さ た く ま

乗り切りましょう。

※相羽建設㈱〔東京都東村山市〕は、社員大工の育
成に本校を活用、第20期、第21期、第22期、第23
期、第24期、第25期と、6年連続で合計9人の社員
を研修派遣（入学）している中小工務店です。

新型コロナ感染拡大対策

東
京
建
築
カ
レ
ッ
ジ
は
、
政
府
、
東
京
都
、
本
校
母
体
の
東
京

土
建
一
般
労
働
組
合
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
を
受
け
て
の
対
策

方
針
を
検
討
し
、
研
修
生
や
講
師
・
指
導
員
、
事
務
局
員
等
と
、

そ
れ
ら
の
方
々
と
結
び
つ
き
の
あ
る
す
べ
て
の
人
の
命
を
最
優
先

に
守
る
た
め
、
５
月
10
日
（
日
）
ま
で
休
校
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
４
月
８
日
（
水
）
の
第
25
期
生
入
学
式
も
中

止
し
ま
し
た
。
（
２
０
２
０
年
４
月
２
日
）

入学式延期、休校続く

仲
間
た
ち
へ

24
期
（２
年
生
）
新
田

宰
士

次
の
ス
テ
ッ
プ
目
指
し
て
準
備
し
よ
う

第25期生は17人に



５
月
１
日

（
金
）
は
メ
ー

デ
ー
。
労
働
組

合
が
母
体
に
な
っ

て
つ
く
ら
れ
た

東
京
建
築
カ
レ
ッ

ジ
は
、
４
月
下

旬
の
教
養
科
目

の
授
業
で
「
メ
ー

デ
ー
の
話
。
労

働
組
合
っ
て
な

ん
だ
ろ
う
」
を

毎
年
実
施
し
て
き
ま
し

た
。
労
働
者
の
団
結
、

要
求
実
現
に
向
け
た
連

帯
が
社
会
進
歩
の
原
動

力
で
あ
り
、
建
設
分
野

で
は
活
動
の
前
進
で
職

業
訓
練
校
（
本
校
は

「
職
業
能
力
開
発
短
期

大
学
校
」
）
ま
で
作
り

上
げ
た
到
達
点
を
す
べ

て
の
研
修
生
に
伝
え
た

い
か
ら
で
す
。

現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
を

防
止
す
る
た
め
、
本
校

は
休
校
状
態
に
あ
り
、

メ
ー
デ
ー
も
中
央
、
地

方
共
に
集
会
や
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
は
中

止
に
な
り
ま
し
た
が
、

ウ
ェ
ブ
配
信
で
開
催
の

意
義
を
発
信
し
た
り
、

ウ
ェ
ブ
開
催
の
努
力
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
収

入
を
大
幅
に
減
ら
し
た

り
、
失
職
の
不
安
の
さ

な
か
に
い
る
仲
間
が
い

ま
す
。
一
方
、
医
療
機

関
な
ど
で
は
感
染
の
恐

怖
に
さ
ら
さ
れ
な
が
ら

自
ら
の
役
目
を
果
た
そ

う
と
頑
張
っ
て
い
る
仲

間
が
い
ま
す
。
多
く
の

人
が
感
染
拡
大
を
食
い

止
め
る
努
力
を
お
こ
な

う
一
方
、
主
権
者
と
し

て
の
自
覚
を
呼
び
起
こ

し
、
国
や
社
会
は
ど
う

あ
る
べ
き
か
、
考
え
始

め
て
い
ま
す
。
切
実
な

要
求
を
掲
げ
、
行
動
に

立
ち
上
が
っ
た
仲
間
も

い
ま
す
。
今
年
の
メ
ー

デ
ー
を
、
私
た
ち
が
こ

れ
か
ら
ど
の
よ
う
な
国

や
社
会
を
つ
く
っ
て
い

く
の
か
、
考
え
あ
う
機

会
に
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
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ミ
ニ
ニ
ュ
ー
ス

本校が開校した1996年度（平成8年度）から
2007年度（平成19年度）まで「教務部長」を務め
た渡辺顕治さんから、東京建築カレッジへメッセー
ジが届きました。ご紹介します。

御無沙汰しています。元教務の渡辺です。カレッ
ジでは12期の1年次までお世話になりました。それ
から10年余。74歳です。横浜・日吉に住んで、自
由業をしています。というか、まちづくり住民活動
家。元気ですよ！
カレッジやめて以降、正直に言って、片時もカレッ
ジの事は忘れていません。

新コロナ禍といえば、人類の直面している天災、
ある面では自然災害といっていいものでしょう。し
かし、対処の水準が低かったり、誤ったり、後手後
手だったりすると、それは社会災害、さらには政治
災害になります。今、なにか、人災の様にもなって

いる。口先でみずからの至らざるを詫びて済む問題ではあ
りません。刻々と死者を増やしているのです。
世界の人々と協力一致して立ち向かうべき災害です。今

こそ、軍備にではなく、人々の命と暮らしの安全、安心の
ためにこそお金を、人を投入すべきです。そもそも「人間
の安全保障」は、兵器や軍事力ではない。巨大軍事覇権国
アメリカが極度のコロナ禍に苦しむ現実から学ぶべきと思
います。
人々の安全安心の確保こそを本質とする建築の仕事に携

わり、職業とする若い建設職人とカレッジ生の出番です。
限りなく期待しています。がんばってください。

メーデーと建築カレッジ

第
21
回
公
開
講
座

Ｄ
Ｖ
Ｄ
発
売

昨
年
11
月
３
日
に
開

催
し
た
、
第
21
回
公

開
講
座
「
木
造
建
築
の

未
来
を
ひ
ら
く
」
の
Ｄ

Ｖ
Ｄ
が
出
来
上
が
り
ま

し
た
。

伝
統
を
継
承
し
現
代

の
ニ
ー
ズ
に
生
か
そ
う

と
地
道
に
頑
張
る
建
築

職
人
を
励
ま
す
テ
ー
マ

と
内
容
で
、
後
藤
治
工

学
院
大
学
教
授
の
基
調

講
演
、
卒
業
生
４
人
の

討
論
共
に
、
評
価
の
高

か
っ
た
公
開
講
座
で
す
。

１
枚
２
５
０
０
円
（
送

料
、
消
費
税
込
み
）
。

購
入
希
望
の
方
は
、

メ
ー
ル
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

①
お
名
前
、
②
所
属

（
会
社
名
・
学
校
名
他
）
、

③
ご
連
絡
先
電
話
番
号
、

④
送
付
先
住
所
を
明
記

の
う
え
、
「
東
京
建
築

カ
レ
ッ
ジ
第
21
回
公

開
講
座
Ｄ
Ｖ
Ｄ
購
入
希

望
」
と
お
書
き
く
だ
さ

い
。
代
金
入
金
先
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
入
金

確
認
後
発
送
し
ま
す
。

初
代
教
務
部
長

渡
辺
顕
治
さ
ん
か
ら

コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
超
え
て
新
時
代
ひ
ら
こ
う

本校開校時から建築設計製図の講師を務め、
教務運営委員としても多大な貢献をされた赤地
龍馬先生（86歳）が「春の叙勲」で「瑞宝単光
章」を受章されました。
赤地先生は、都立工業高等学校建築科で教鞭

をとる一方、20代のうちから、建設労働組合が
実施する職業訓練や建築士受験準備講座の講師
を務め、教育の充実と発展に貢献されました。
東京建築カレッジでは開校準備に参加、教務運
営委員として学校全体の運営に大きな役割を果
たしてこられました。

赤地先生に「瑞宝単光章」


